


 

７ 今後のあり方 

    同意書取得を廃止し、産業廃棄物処理施設の設置に係る事前手続き等について定めた 

条例により事前手続きの適正化と透明性を確保し、事業者と関係住民との合意の形成を 

図っていく。 

（１）条例の名称 

   岐阜県産業廃棄物処理施設の設置に係る手続の適正化等に関する条例 

（２）施行 

   平成２２年１月１日   

（３）現行制度と新制度の比較 

別紙  

 

８ その他 

  当県では、今般、産業廃棄物処理施設の設置に係る手続の適正化と透明性の確保を図 

ること等を目的に条例を制定したが、周辺住民等の意見を事業計画に反映させることが 

できる制度を産業廃棄物処理施設の設置に係る法手続に位置付けることを検討していた 

だきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                 岐 阜 県 

 

        区域外の廃棄物の流入規制の実施状況 

 

１ 導入の背景・理由・時期 

昭和の後期に民営の大規模な管理型最終処分場が稼働し、県外で発生した廃棄物が多 

く搬入される状況があった。当時、当県では、産業廃棄物処理は後々まで管理・監督が

できる位置において処分（委託）すべきであり、管理・監督が困難な遠方からの搬入は

自己処理責任を果たしていないとの考え方を有していた。また、県外の事業場に関する

事業内容や排出された産業廃棄物の性状等について県として把握できないため、平成２

年４月からそれらに関する資料を添付した事前協議制を導入した。この制度により、地

方公共団体及び地方公営企業から排出される産業廃棄物については原則搬入を禁止する

などの流入抑制を行った。 

しかし、廃棄物の不法投棄等の不適正処理事案が後を絶たず、廃棄物処理に対する県 

民の不信感を招く結果となり、そして、そのことが、必要な廃棄物処理施設の確保を困 

難にし、そのために廃棄物の不法投棄等の不適正処理を誘発するという悪循環を招いた。   

そこで、平成１１年３月に条例を制定し、廃棄物の発生の抑制や再利用の促進により 

廃棄物の減量化を進めるとともに、不法投棄等の不適正処理の撲滅と廃棄物処理施設の 

適正な確保に取り組むこととした。 

この条例の施行により、流入抑制を目的とした事前協議を廃止し、県外から搬入され 

る廃棄物による不適正処理の防止を目的とした事前届出制に移行した。 

 

２ 根拠規定 

    条例（名称：岐阜県廃棄物の適正処理等に関する条例） 

 

３ 対象となる廃棄物、者 

    全ての産業廃棄物、排出事業者 

 

４ 規制方法 

産業廃棄物を排出する事業者に対して、県外から県内に産業廃棄物を持ち込んで処理 

 する（委託処理を含む）際に、その性状・量・処分業者名等に関して事前に届出するこ 

とを義務付け、県内において不適正処理が行われるおそれがあると認めるときは、当該 

搬入の変更又は廃止を勧告する。排出事業者が正当な理由なく勧告に従わないときは、 

事業所名、勧告内容等を公表する。 

 

５  必要性 

県外から流入する産業廃棄物について事前に把握し、不法投棄等不適正処理を防止す 

るために必要である。 

 

６ 今後のあり方 

    変更する予定はない。 



産業廃棄物処理施設設置時における手続の新旧比較産業廃棄物処理施設設置時における手続の新旧比較

現行制度 新制度

「岐阜県廃棄物の適正処理等に関する条例」 「岐阜県産業廃棄物処理施設の設置に係る手続の
適 等 す 条例

別紙

事業者は、事業計画・周知計画書を知事に提出
知事は審査するとともに、関係市町村に意見を聴き
審査結果を事業者に通知（修正指示）

①事業者は事前協議書を県に提出

②県は、審査を行うとともに市町村に意見
照会

③市町村は、意見とともに同意を求める自
治会等の範囲を県に回答

「岐阜県産業廃棄物の適正処理等に関する指導要綱」 適正化等に関する条例」

Step1  事業計画書・周知計画書提出Step1  事業計画書・周知計画書提出

事業者は、周知計画に従って「広告」、計画書を「縦
覧」し、関係住民に対する「説明会」を開催

④県は、事前協議に対する指示事項を事
業者に通知

⑤事業者は、自治会等に対し事業計画の
説明を行う等により同意書を取得する。

がが

Step2 事業計画の周知Step2 事業計画の周知

生活環境保全上意見がある者が意見書を提出、事
業者は見解書周知等（知事経由２回のやりとり）

【許可申請等に添付が必要な同意書（要綱）】
第１０条第２項第２号（遮断型最終処分場以外の場合）
イ 隣接地所有・使用権原者

ロ 関係市町村長から同意を得るように求められた関
係自治会

ハ 放流水がある場合には、放流地点から千メートル
以内（放流水が百倍に希釈される範囲）の河川及び
水路の管理者、水利権者及び漁業権者

ニ その他関係市町村長が特に必要と認めた者

【許可申請等に添付が必要な同意書（要綱）】
第１０条第２項第２号（遮断型最終処分場以外の場合）
イ 隣接地所有・使用権原者

ロ 関係市町村長から同意を得るように求められた関
係自治会

ハ 放流水がある場合には、放流地点から千メートル
以内（放流水が百倍に希釈される範囲）の河川及び
水路の管理者、水利権者及び漁業権者

ニ その他関係市町村長が特に必要と認めた者

Step3 合意の形成Step3 合意の形成

Step4 手続の終結Step4 手続の終結

【1回目の判断】【1回目の判断】
【説明の実施等（条例）】

第２２条 産業廃棄物処理施設設置者等は、関係住民
に対し、説明会の開催等により、当該産業廃棄物を
処理する施設の設置等に係る計画内容の周知を図
らなければならない。

【説明の実施等（条例）】

第２２条 産業廃棄物処理施設設置者等は、関係住民
に対し、説明会の開催等により、当該産業廃棄物を
処理する施設の設置等に係る計画内容の周知を図
らなければならない。

【1回目の判断】

知事は、事業者と関係住民との合意形成状況を把
握（必要に応じ市町村長等の意見を聴く。）し、判
断（事業者の対応が不十分な場合は手続のやり
直し指示）

【1回目の判断】

知事は、事業者と関係住民との合意形成状況を把
握（必要に応じ市町村長等の意見を聴く。）し、判
断（事業者の対応が不十分な場合は手続のやり
直し指示）

■事業者・関係住民が知事の判断結果に異議が
ある場合は知事に「申立」
■事業者・関係住民が知事の判断結果に異議が
ある場合は知事に「申立」

【県による判断の種類】

■事業者・関係住民は「三」の判断が確定したと
きは、知事に意見調整の「申出」可能。「申出」に
より 知事は第三者委員会に意見調整を付す

■事業者・関係住民は「三」の判断が確定したと
きは、知事に意見調整の「申出」可能。「申出」に
より 知事は第三者委員会に意見調整を付す

【2回目の判断】

「申立」があった場合、知事は、第三者委員会
及び関係住民の意見を聴いて判断

【2回目の判断】

「申立」があった場合、知事は、第三者委員会
及び関係住民の意見を聴いて判断

【県による判断の種類】
一 関係住民の合意が得られている→ 終結
二 事業者の対応が不十分 → 手続やり直し

三 事業者の対応は十分だが関係住民の合
意が得られていない。 → 終結

⑥事業者は、同意書を添付して許可
申請書等

より、知事は第三者委員会に意見調整を付す。
委員会は意見調整を行い、知事に結果報告（合
意・調整打切）

より、知事は第三者委員会に意見調整を付す。
委員会は意見調整を行い、知事に結果報告（合
意・調整打切）

知事は終了の通知等

事業者は、許可申請等



岐
阜
県
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
に
係
る
手
続
の
適
正
化
等
に
関
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
条
例
第
二
十
号

岐
阜
県
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
に
係
る
手
続
の
適
正
化
等
に
関
す
る
条
例

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
─
第
六
条
）

第
二
章

事
業
計
画
書
（
第
七
条
―
第
十
条
）

第
三
章

事
業
計
画
の
周
知
（
第
十
一
条
―
第
十
八
条
）

第
四
章

事
業
計
画
書
に
生
活
環
境
影
響
調
査
方
法
書
を
添
付
し
た
場
合
の
特
例
（
第
十
九
条
―
第

二
十
二
条
）

第
五
章

合
意
の
形
成
（
第
二
十
三
条
―
第
二
十
五
条
）

第
六
章

手
続
の
終
結
（
第
二
十
六
条
―
第
二
十
九
条
）

第
七
章

岐
阜
県
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
意
見
調
整
委
員
会
（
第
三
十
条
―
第
三
十
五
条
）

第
八
章

雑
則
（
第
三
十
六
条
―
第
四
十
二
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
設
置
等
に
係
る
事
業
計
画
の
周
知
の
手
続
、
こ

れ
に
対
す
る
関
係
住
民
等
の
意
見
を
求
め
る
た
め
の
手
続
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
設
置
等
に
係
る
手
続
の
適
正
化
と
透
明
性
の
確
保
を
図
り
、
も
っ

て
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
設
置
等
に
係
る
合
意
の
形
成
及
び
生
活
環
境
の
保
全
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

一

法

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
を
い

う
。

二

令

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
）
を

い
う
。

三

省
令

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
令
第
三

十
五
号
）
を
い
う
。

四

適
正
処
理
条
例

岐
阜
県
廃
棄
物
の
適
正
処
理
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
一
年
岐
阜
県
条
例

第
十
号
）
を
い
う
。



五

産
業
廃
棄
物

法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
産
業
廃
棄
物
を
い
う
。

六

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設

法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
を
い
う
。

七

小
規
模
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設

適
正
処
理
条
例
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
小
規
模
産

業
廃
棄
物
処
理
施
設
で
あ
っ
て
、
そ
の
設
置
又
は
使
用
に
関
し
同
項
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
届
出
を
要
す
る
も
の
を
い
う
。

八

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等

前
二
号
に
掲
げ
る
施
設
を
い
う
。

九

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
設
置
等

次
に
掲
げ
る
行
為
を
い
う
。

イ

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
で
あ
っ
て
、
当
該
設
置
に
関
し
第
五
条
第
一
項
第
二
号
に
規

定
す
る
手
続
を
要
す
る
も
の

ロ

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
係
る
変
更
で
あ
っ
て
、
当
該
変
更
に
関
し
第
五
条
第
一
項
第
三
号

に
規
定
す
る
手
続
を
要
す
る
も
の

ハ

小
規
模
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
で
あ
っ
て
、
当
該
設
置
に
関
し
第
五
条
第
一
項
第
四

号
に
規
定
す
る
手
続
を
要
す
る
も
の

ニ

小
規
模
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
係
る
変
更
で
あ
っ
て
、
当
該
変
更
に
関
し
第
五
条
第
一
項

第
四
号
に
規
定
す
る
手
続
を
要
す
る
も
の

ホ

自
ら
排
出
す
る
産
業
廃
棄
物
を
処
理
す
る
た
め
に
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
を
設
置
し
て
い
る

者
が
当
該
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
を
産
業
廃
棄
物
の
処
分
の
業
の
用
に
供
す
る
行
為
で
あ
っ

て
、
当
該
産
業
廃
棄
物
の
処
分
の
業
の
実
施
に
関
し
第
五
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
手
続

を
要
す
る
も
の

十

生
活
環
境
影
響
調
査

法
第
十
五
条
第
三
項
（
法
第
十
五
条
の
二
の
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む

）
の
規
定
に
よ
る
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査

。

を
い
う
。

十
一

事
業
者

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
設
置
等
を
行
お
う
と
す
る
者
を
い
う
。

十
二

環
境
影
響
評
価
実
施
事
業
者

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
設
置
等
（
令
第
七
条
第
三
号
、

第
五
号
、
第
八
号
又
は
第
十
一
号
の
二
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に

係
る
も
の
に
限
る

）
で
あ
っ
て
、
環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
二
条

。

第
四
項
に
規
定
す
る
対
象
事
業
又
は
岐
阜
県
環
境
影
響
評
価
条
例
（
平
成
七
年
岐
阜
県
条
例
第
十

号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
対
象
事
業
（
同
号
に
規
定
す
る
第
二
種
対
象
事
業
を
除
く

）
。

に
該
当
す
る
も
の
を
行
う
事
業
者
を
い
う
。

十
三

周
知
地
域

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
設
置
等
に
係
る
事
業
計
画
の
周
知
を
行
う
地
域
を

い
う
。

十
四

関
係
住
民

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
設
置
等
を
行
お
う
と
す
る
土
地
か
ら
十
メ
ー
ト
ル

以
内
の
土
地
に
つ
い
て
所
有
権
又
は
賃
借
権
そ
の
他
の
当
該
土
地
を
使
用
す
る
権
利
を
有
す
る

者
、
周
知
地
域
内
に
居
住
す
る
者
そ
の
他
生
活
環
境
の
保
全
上
利
害
関
係
を
有
す
る
者
と
し
て
規

則
で
定
め
る
者
を
い
う
。

十
五

関
係
市
町
村

周
知
地
域
が
所
在
す
る
市
町
村
を
い
う
。

十
六

関
係
市
町
村
長

関
係
市
町
村
の
長
を
い
う
。

十
七

合
意
の
形
成

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
設
置
等
に
伴
っ
て
生
ず
る
周
辺
地
域
の
生
活
環

境
の
保
全
に
関
す
る
紛
争
を
予
防
す
る
た
め
の
事
業
者
と
関
係
住
民
と
の
相
互
理
解
を
い
う
。

（
県
の
責
務
）



第
三
条

県
は
、
関
係
市
町
村
と
協
力
し
、
生
活
環
境
の
保
全
に
配
慮
し
た
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等

の
設
置
等
が
行
わ
れ
る
よ
う
事
業
者
の
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
合
意
の
形
成
が
図
ら
れ
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
。

（
事
業
者
及
び
関
係
住
民
の
責
務
）

第
四
条

事
業
者
は
、
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
設
置
等
に
当
た
っ
て
は
、
周
辺
地
域
の
生
活
環
境

に
及
ぼ
す
影
響
に
十
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
関
係
住
民
に
対
し
、
事
業
計
画
に
つ
い
て
正
確
か
つ

誠
実
に
情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

事
業
者
は
、
こ
の
条
例
に
規
定
す
る
手
続
の
過
程
に
お
い
て
、
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
の

た
め
適
正
な
配
慮
を
行
う
旨
の
見
解
を
示
し
た
と
き
は
、
誠
実
に
こ
れ
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

、

、

。

３

事
業
者
及
び
関
係
住
民
は

相
互
の
立
場
を
尊
重
し

合
意
の
形
成
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
条
例
手
続
の
時
期
）

第
五
条

事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
手
続
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
こ
の
条
例
に
規
定

す
る
手
続
を
実
施
し
、
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
第
十
四
条
第
六
項
若
し
く
は
第
十
四
条
の
二
第
一
項
又
は
第
十
四
条
の
四
第
六
項
若
し
く
は

第
十
四
条
の
五
第
一
項
の
許
可
に
係
る
申
請
（
自
ら
排
出
す
る
産
業
廃
棄
物
を
処
理
す
る
た
め
に

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
を
設
置
し
て
い
る
事
業
者
が
当
該
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
を
使
用
し
て
産

（

。
）

。
）

業
廃
棄
物
の
処
分
の
業
を
行
お
う
と
す
る
も
の

許
可
の
更
新
に
係
る
も
の
を
除
く

に
限
る

二

法
第
十
五
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
申
請

三

法
第
十
五
条
の
二
の
五
第
一
項
の
許
可
に
係
る
申
請

四

適
正
処
理
条
例
第
二
十
一
条
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
規
則
で
定

め
る
も
の
を
除
く

）
。

２

事
業
者
が
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
日
以
後
に
前
項

各
号
に
掲
げ
る
手
続
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
事
業
者
が
当
該
通
知
を
受
け
て
い
な
い
も
の
と
み

な
し
て
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
許
可
の
制
限
等
）

第
六
条

知
事
は
、
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
設
置
等
に
つ
い
て
、
事
業
者
が
第
二
十
九
条
の
規
定

に
よ
る
通
知
を
受
け
る
前
に
前
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
申
請
を
行
っ
た
場
合
は
、
当
該
申

請
が
法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
第
二
号
（
法
第
十
五
条
の
二
の
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む

）
の
規
定
に
適
合
し
て
い
な
い
も
の
と
し
て
、
当
該
許
可
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

。

２

知
事
は
、
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
設
置
等
に
つ
い
て
、
事
業
者
が
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
通
知
を
受
け
る
前
に
前
条
第
一
項
第
一
号
の
申
請
を
行
っ
た
場
合
は

法
第
十
四
条
第
十
一
項

法

、

（

第
十
四
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
又
は
第
十
四
条
の
四
第
十
一
項
（
法

。

第
十
四
条
の
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
許
可
に
係
る

。

行
為
を
行
う
前
に
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
る
べ
き
旨
の
条
件
を
当
該
許
可
に
付
す

こ
と
が
で
き
る
。

第
二
章

事
業
計
画
書

（
事
業
計
画
書
の
提
出
）

第
七
条

事
業
者
は
、
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
設
置
等
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
規
則
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
事
業
計
画
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら



な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
設
置
等
の
目
的
又
は
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
設
置
等
を
必
要

と
す
る
理
由

三

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
設
置
等
の
場
所

四

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
種
類

五

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
に
お
い
て
処
理
す
る
産
業
廃
棄
物
の
種
類

六

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
処
理
能
力
（
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
産
業
廃
棄
物
の
埋
立
処
分
の
用
に
供
さ
れ
る
場
所
の
面
積
及
び
埋
立
容
量
）

七

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
位
置
、
構
造
等
の
計
画

八

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
維
持
管
理
に
関
す
る
計
画

九

周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
の
た
め
の
措
置

十

前
各
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
規
則
で
定
め
る
事
項

２

事
業
者
は
、
事
業
計
画
に
係
る
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
が
法
第
十
五
条
第
一
項
又
は
第
十
五
条

の
二
の
五
第
一
項
の
許
可
に
係
る
申
請
に
関
し
生
活
環
境
影
響
調
査
の
結
果
を
記
載
し
た
書
類
（
以

下
「
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
書
」
と
い
う

）
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
き

。

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
を
事
業
計
画
書
に
添
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

事
業
計
画
に
係
る
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
が
令
第
七
条
第
三
号
、
第
五
号
、
第
八
号
又
は
第

十
一
号
の
二
か
ら
第
十
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
で
あ
る
場
合

生
活
環
境
影
響
調
査
を
行
う
方
法
に
つ
い
て
規
則
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
（
以
下
「
生

活
環
境
影
響
調
査
方
法
書
」
と
い
う

）
。

二

事
業
計
画
に
係
る
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
が
令
第
七
条
各
号
（
第
三
号
、
第
五
号
、
第
八
号

及
び
第
十
一
号
の
二
か
ら
第
十
四
号
ま
で
を
除
く

）
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
産
業
廃
棄
物
処
理

。

施
設
で
あ
る
場
合

生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
書

（
事
業
計
画
書
の
修
正
指
示
等
）

第
八
条

知
事
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
計
画
書
（
事
業
者
が
同
条
第
二
項
第
一
号
の
規

定
に
よ
り
事
業
計
画
書
に
生
活
環
境
影
響
調
査
方
法
書
を
添
付
し
た
場
合
（
第
二
十
一
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
書
を
提
出
し
た
場
合
を
除
く

）
に
あ
っ
て
は
生
活
環
境
影

。

響
調
査
方
法
書
を
、
前
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
書
を
添
付
し
た

場
合
及
び
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
書
を
提
出
し
た
場
合
に
あ

っ
て
は
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
書
を
含
む
。
第
十
二
条
第
二
項
（
第
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む

、
第
十
五
条
第
二
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
三
号
、
第
十
九
条
第
一
項
、

。
）

第
二
十
一
条
第
一
項
並
び
に
第
二
十
三
条
第
一
項
を
除
き
、
以
下
同
じ

）
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き

。

は
、
速
や
か
に
、
そ
の
写
し
を
関
係
市
町
村
長
に
送
付
す
る
と
と
も
に
、
関
係
法
令
の
規
定
の
適
用

の
有
無
及
び
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
上
の
見
地
か
ら
特
に
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
、
期

限
を
定
め
て
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

２

知
事
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
計
画
書
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
産
業
廃
棄
物
処

理
施
設
等
の
設
置
等
の
場
所
及
び
そ
の
周
辺
の
現
況
が
事
業
計
画
書
の
内
容
と
相
違
な
い
こ
と
を
確

認
す
る
も
の
と
す
る
。



３

知
事
は
、
事
業
計
画
書
を
正
確
な
も
の
と
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
、
又
は
事
業
計

画
が
法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
及
び
第
十
五
条
の
二
の
二
に
規
定
す
る
技
術
上
の
基
準
若
し

く
は
適
正
処
理
条
例
第
二
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
な
い
と
認
め
る
と

き
は
、
事
業
計
画
書
の
修
正
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
示
す
る
事
項
が
な
い
と
き
、
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
示
し

た
事
項
に
つ
い
て
事
業
者
が
必
要
な
修
正
を
行
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
事
業
者
に
そ
の
旨
を
通
知

す
る
も
の
と
す
る
。

（
事
業
計
画
の
変
更
）

第
九
条

事
業
者
は
、
事
業
計
画
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
規
則
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
条
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
計
画
書
（
事
業
者
が
同
条
第
二
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
り
事
業
計
画
書
に
生
活
環
境
影
響
調
査
方
法
書
を
添
付
し
た
場
合
（
第
二
十
一
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
書
を
提
出
し
た
場
合
を
除
く

）
に
あ
っ
て
は
生

。

活
環
境
影
響
調
査
方
法
書
を
、
前
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
書
を

添
付
し
た
場
合
及
び
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
書
を
提
出
し
た

場
合
に
あ
っ
て
は
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
書
を
含
む
。
第
十
二
条
第
二
項
（
第
十
三
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

、
第
十
五
条
第
二
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
三
号
、
第
十
九

。
）

条
第
一
項
、
第
二
十
一
条
第
一
項
並
び
に
第
二
十
三
条
第
一
項
を
除
き
、
以
下
同
じ

）
の
提
出
」

。

と
あ
る
の
は
「
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
」
と

「
そ
の
写
し
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
届
出

、

に
係
る
書
類
の
写
し
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
計
画
書
の
提
出
」

と
あ
る
の
は
「
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

知
事
は
、
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
す
る
場
合
（
規
則
で
定

め
る
場
合
を
除
く

）
は
、
事
業
者
が
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
周
知
計
画
書
の
提
出
の
手

。

続
以
降
の
手
続
を
再
度
実
施
す
べ
き
こ
と
を
併
せ
て
指
示
す
る
も
の
と
す
る
。

４

事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
が
あ
っ
た
と
き
は
、
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
周

知
計
画
書
の
提
出
の
手
続
以
降
の
手
続
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同

項
中
「
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
計
画
書
の
提
出
を
行
っ
た
と
き
」
と
あ
る
の
は

「
第

、

九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
が
あ
っ
た
と
き
」
と
す
る
。

（
事
業
計
画
の
廃
止
）

第
十
条

事
業
者
は
、
事
業
計
画
を
廃
止
し
た
と
き
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
知
事
に
届

け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
関
係
市
町
村
長
に
通
知
す

る
と
と
も
に
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
関
係
住
民
に
対
し
周
知
す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
は
、
廃
止
に
係
る
事
業
計
画
に
つ
い
て
第
十
四
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
広
告
の
手
続
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
周
知
を
し
な
い
こ
と

が
で
き
る
。

第
三
章

事
業
計
画
の
周
知

（
周
知
計
画
書
の
提
出
）

第
十
一
条

事
業
者
は
、
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
計
画
書
の
提
出
を
行
っ
た
と
き
は
、
規



則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
周
知
計
画
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

周
知
地
域
及
び
関
係
住
民
に
関
す
る
事
項

二

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
広
告
に
関
す
る
事
項

三

第
十
五
条
第
一
項
の
縦
覧
に
関
す
る
事
項

四

第
十
六
条
第
一
項
の
説
明
会
に
関
す
る
事
項

五

前
各
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
規
則
で
定
め
る
事
項

２

周
知
地
域
は
、
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
設
置
等
に
よ
り
生
活
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

が
あ
る
地
域
と
し
て
規
則
で
定
め
る
地
域
を
基
準
と
し
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
周
知
計
画
書
の
修
正
指
示
等
）

第
十
二
条

知
事
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
周
知
計
画
書
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
、
そ
の
写
し
を
関
係
市
町
村
長
に
送
付
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
期
限
を
定
め
て

意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

２

知
事
は
、
事
業
計
画
（
事
業
者
が
第
七
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
事
業
計
画
書
に
生
活
環

境
影
響
調
査
方
法
書
を
添
付
し
た
場
合
（
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
生
活
環
境
影
響
調
査

結
果
書
を
提
出
し
た
場
合
を
除
く

）
に
あ
っ
て
は
生
活
環
境
影
響
調
査
を
行
う
方
法
を
、
第
七
条

。

第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
書
を
添
付
し
た
場
合
及
び
第
二
十
一
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
書
を
提
出
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
生
活
環
境
影
響
調

査
の
結
果
を
含
む
。
以
下
同
じ

）
の
周
知
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
周
知
計
画
書

。

の
修
正
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
示
す
る
事
項
が
な
い
と
き
、
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
示
し

た
事
項
に
つ
い
て
事
業
者
が
必
要
な
修
正
を
行
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
事
業
者
に
そ
の
旨
を
通
知

す
る
も
の
と
す
る
。

（
周
知
計
画
の
変
更
）

第
十
三
条

事
業
者
は
、
周
知
計
画
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
規
則
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
条
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
場
合
（
規
則
で
定
め
る
場
合
を
除
く

）
。

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
周
知

計
画
書
の
提
出
」
と
あ
る
の
は
「
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
」
と

「
そ
の
写
し
」
と
あ
る

、

の
は
「
当
該
届
出
に
係
る
書
類
の
写
し
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
事
業
計
画
（
事
業
者
が
第
七
条
第

二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
事
業
計
画
書
に
生
活
環
境
影
響
調
査
方
法
書
を
添
付
し
た
場
合
（
第
二

十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
書
を
提
出
し
た
場
合
を
除
く

）
に
あ
っ

。

て
は
生
活
環
境
影
響
調
査
を
行
う
方
法
を
、
第
七
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
生
活
環
境
影
響

調
査
結
果
書
を
添
付
し
た
場
合
及
び
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果

書
を
提
出
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
生
活
環
境
影
響
調
査
の
結
果
を
含
む
。
以
下
同
じ

」
と
あ
る

。
）

の
は
「
事
業
計
画
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
広
告
）

第
十
四
条

事
業
者
は
、
第
八
条
第
四
項
（
事
業
計
画
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
を
変
更
し
た
場
合
に
あ

っ
て
は
、
第
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
条
第
四
項
）
の
規
定
に
よ
る
通
知
及
び
第
十
二

条
第
三
項
（
周
知
計
画
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
を
変
更
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
条
第
二
項
に
お



い
て
準
用
す
る
第
十
二
条
第
三
項
）
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ
っ
た
と
き
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
関
係
住
民
に
対
し
次
条
第
一
項
の
縦
覧
及
び
第
十
六
条
第
一
項
の
説
明
会
に
関
す
る
事

項
を
広
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
広
告
は
、
次
条
第
一
項
の
縦
覧
を
開
始
す
る
日
の
十
日
前
ま
で
に
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
縦
覧
）

第
十
五
条

事
業
者
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
事
業
計
画
書
の
写
し
を
三
十
日
以
上
の
期

間
公
衆
の
縦
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
業
者
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
そ
の
他
規

則
で
定
め
る
事
項
を
当
該
縦
覧
に
お
い
て
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
七
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
事
業
計
画
書
に
生
活
環
境
影
響
調
査
方
法
書
を
添
付
し

た
事
業
者
（
環
境
影
響
評
価
実
施
事
業
者
を
除
く

）

生
活
環
境
影
響
調
査
を
行
う
方
法
に
つ

。

い
て
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
上
の
見
地
か
ら
意
見
を
有
す
る
者
が
当
該
意
見
を
記
載
し
た

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

二

第
七
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
事
業
計
画
書
に
生
活
環
境
影
響
調
査
方
法
書
を
添
付
し

た
事
業
者
（
環
境
影
響
評
価
実
施
事
業
者
に
限
る

）

意
見
書
の
提
出
が
で
き
な
い
こ
と
。

。

三

第
七
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
事
業
計
画
書
に
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
書
を
添
付
し

た
事
業
者

事
業
計
画
に
つ
い
て
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
上
の
見
地
か
ら
意
見
を
有
す
る

者
が
当
該
意
見
を
記
載
し
た
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
事
業
者
以
外
の
事
業
者

事
業
計
画
に
つ
い
て
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保

全
上
の
見
地
か
ら
意
見
を
有
す
る
者
が
当
該
意
見
を
記
載
し
た
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
。

（
説
明
会
の
開
催
）

第
十
六
条

事
業
者
は
、
前
条
第
一
項
の
縦
覧
の
期
間
内
に
関
係
住
民
に
対
し
事
業
計
画
に
関
す
る
説

明
会
を
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
説
明
会
は
、
周
知
地
域
内
に
お
い
て
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
周
知
地
域

内
に
適
当
な
場
所
が
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
の
説
明
会
の
開
催
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定

め
る
。

（
説
明
会
へ
の
立
会
い
）

第
十
七
条

知
事
及
び
関
係
市
町
村
長
は
、
前
条
第
一
項
の
説
明
会
の
開
催
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
説
明
会
に
そ
の
職
員
を
立
ち
会
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
実
施
状
況
の
報
告
）

第
十
八
条

事
業
者
は
、
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
広
告
、
第
十
五
条
第
一
項
の
縦
覧
及
び
第

十
六
条
第
一
項
の
説
明
会
が
終
了
し
た
と
き
は
、
そ
の
日
か
ら
十
日
以
内
に
、
規
則
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
知
事
に
こ
れ
ら
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
章

事
業
計
画
書
に
生
活
環
境
影
響
調
査
方
法
書
を
添
付
し
た
場
合
の
特
例

（
生
活
環
境
影
響
調
査
を
行
う
方
法
に
つ
い
て
の
意
見
書
の
提
出
）

第
十
九
条

生
活
環
境
影
響
調
査
を
行
う
方
法
に
つ
い
て
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
上
の
見
地
か

ら
意
見
を
有
す
る
者
は
、
事
業
者
（
第
七
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
事
業
計
画
書
に
生
活
環



境
影
響
調
査
方
法
書
を
添
付
し
た
事
業
者
（
環
境
影
響
評
価
実
施
事
業
者
を
除
く

）
に
限
る
。
以

。

下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ

）
が
第
十
五
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
生
活
環
境
影

。

響
調
査
を
行
う
方
法
に
つ
い
て
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
上
の
見
地
か
ら
意
見
を
有
す
る
者
が

当
該
意
見
を
記
載
し
た
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
表
示
し
て
、
同
条
第
一
項
の
縦

覧
を
開
始
し
た
と
き
は
、
当
該
縦
覧
の
期
間
の
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
四
日
を
経
過
す

る
日
ま
で
に
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
事
業
者
に
当
該
意
見
を
記
載
し
た
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
提
出
は
、
知
事
を
経
由
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
送
付
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
取
り
ま
と
め
、
事
業

者
に
送
付
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
写
し
を
関
係
市
町
村
長
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
生
活
環
境
影
響
調
査
を
行
う
方
法
の
検
討
）

第
二
十
条

事
業
者
は
、
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
送
付
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
日
か

ら
三
十
日
以
内
に
、
当
該
意
見
書
の
内
容
に
配
慮
し
て
生
活
環
境
影
響
調
査
を
行
う
方
法
に
検
討
を

加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

事
業
者
は
、
前
項
の
検
討
を
終
了
し
た
と
き
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
速
や
か
に
、

、

。

当
該
検
討
の
結
果
を
関
係
住
民
に
対
し
周
知
す
る
と
と
も
に

知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

３

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
写
し
を
関
係
市
町
村
長
に
送
付
す

る
も
の
と
す
る
。

４

事
業
者
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
う
前
に
生
活
環
境
影
響
調
査
を
行
っ
て
は
な
ら
な

い
。

（
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
書
の
提
出
等
）

第
二
十
一
条

事
業
者
（
第
七
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
事
業
計
画
書
に
生
活
環
境
影
響
調
査

。
）

、

、

、

方
法
書
を
添
付
し
た
事
業
者
に
限
る

は

生
活
環
境
影
響
調
査
を
行
っ
た
と
き
は

速
や
か
に

生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
書
を
作
成
し
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
八
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
生
活
環
境
影
響
調
査
結

果
書
の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
前
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
計
画
書
（
事
業
者
が
同
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
事
業
計
画
書

に
生
活
環
境
影
響
調
査
方
法
書
を
添
付
し
た
場
合
（
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
生
活
環
境

影
響
調
査
結
果
書
を
提
出
し
た
場
合
を
除
く

）
に
あ
っ
て
は
生
活
環
境
影
響
調
査
方
法
書
を
、
前

。

条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
書
を
添
付
し
た
場
合
及
び
第
二
十
一
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
書
を
提
出
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
生
活
環
境
影
響

。

（

。
）
、

調
査
結
果
書
を
含
む

第
十
二
条
第
二
項

第
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

第
十
五
条
第
二
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
三
号
、
第
十
九
条
第
一
項
、
第
二
十
一
条
第
一
項
並
び

に
第
二
十
三
条
第
一
項
を
除
き
、
以
下
同
じ

）
の
提
出
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
一
条
第
一
項
の

。

規
定
に
よ
る
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
書
の
提
出
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
事
業
計
画
書
を
正
確
な

も
の
と
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
、
又
は
事
業
計
画
が
法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
第
一

号
及
び
第
十
五
条
の
二
の
二
に
規
定
す
る
技
術
上
の
基
準
若
し
く
は
適
正
処
理
条
例
第
二
十
一
条
第

四
項
に
規
定
す
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
な
い
と
認
め
る
と
き
」
と
あ
る
の
は
「
生
活
環
境
影
響

調
査
結
果
書
を
正
確
な
も
の
と
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
」
と

「
事
業
計
画
書
の
修

、

正
」
と
あ
る
の
は
「
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
書
の
修
正
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。



（
事
業
計
画
の
再
度
の
周
知
）

第
二
十
二
条

前
章
の
規
定
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
書
の
提
出
が

あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
一
条
第
一
項
中
「
第
七
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
事
業
計
画
書
の
提
出
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
生
活
環

境
影
響
調
査
結
果
書
の
提
出
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第
十
四
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十

二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
四
条
第
一
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
十
五
条
第
一
項
」
と
あ
る

の
は
「
第
二
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
五
条
第
一
項
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
十
六
条
第

一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
六
条
第
一
項
」
と
、
第
十
二
条
第
一

項
中
「
前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
一
項
」
と
、
同
条

第
二
項
中
「
事
業
計
画
（
事
業
者
が
第
七
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
事
業
計
画
書
に
生
活
環

境
影
響
調
査
方
法
書
を
添
付
し
た
場
合
（
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
生
活
環
境
影
響
調
査

結
果
書
を
提
出
し
た
場
合
を
除
く

）
に
あ
っ
て
は
生
活
環
境
影
響
調
査
を
行
う
方
法
を
、
第
七
条

。

第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
書
を
添
付
し
た
場
合
及
び
第
二
十
一
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
書
を
提
出
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
生
活
環
境
影
響
調

査
の
結
果
を
含
む
。
以
下
同
じ

」
と
あ
る
の
は
「
事
業
計
画
」
と
、
第
十
三
条
第
二
項
中
「
前

。
）

条
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
の
規
定
」
と

「
、
同
条
第
二

、

項
中
「
事
業
計
画
（
事
業
者
が
第
七
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
事
業
計
画
書
に
生
活
環
境
影

響
調
査
方
法
書
を
添
付
し
た
場
合
（
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果

書
を
提
出
し
た
場
合
を
除
く

）
に
あ
っ
て
は
生
活
環
境
影
響
調
査
を
行
う
方
法
を
、
第
七
条
第
二

。

項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
書
を
添
付
し
た
場
合
及
び
第
二
十
一
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
書
を
提
出
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
生
活
環
境
影
響
調
査
の

結
果
を
含
む
。
以
下
同
じ

」
と
あ
る
の
は
「
事
業
計
画
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
」
と
あ

。
）

る
の
は
「
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
」
と
、
第
十
四
条
第
一
項
中
「
事
業
者
は
、
第
八
条
第
四
項
」

と
あ
る
の
は
「
事
業
者
は
、
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
条
第
四
項
」
と

「
第

、

十
二
条
第
三
項
（
周
知
計
画
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
を
変
更
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
二
条
第
三
項

」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十

）

二
条
第
三
項
（
周
知
計
画
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
を
変
更
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
二
十
二
条
に

お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
二
条
第

三
項

」
と
、
第
十
五
条
第
二
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
業
者
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事

）

項
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
者
は
、
事
業
計
画
に
つ
い
て
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
上
の
見
地
か

ら
意
見
を
有
す
る
者
が
当
該
意
見
を
記
載
し
た
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
」
と
、
第

十
六
条
第
一
項
及
び
第
十
七
条
中
「
前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す

る
前
条
第
一
項
」
と
、
第
十
八
条
中
「
第
十
四
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
二
条
に
お
い
て

準
用
す
る
第
十
四
条
第
一
項
」
と

「
第
十
五
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
二
条
に
お
い
て

、

準
用
す
る
第
十
五
条
第
一
項
」
と

「
第
十
六
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
二
条
に
お
い
て

、

準
用
す
る
第
十
六
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
章

合
意
の
形
成

（
意
見
書
の
提
出
）

第
二
十
三
条

事
業
計
画
に
つ
い
て
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
上
の
見
地
か
ら
意
見
を
有
す
る
者

は
、
事
業
者
が
第
十
五
条
第
二
項
第
三
号
若
し
く
は
第
四
号
又
は
第
二
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る



第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
計
画
に
つ
い
て
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
上
の
見
地
か

ら
意
見
を
有
す
る
者
が
当
該
意
見
を
記
載
し
た
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
表
示
し

て
、
第
十
五
条
第
一
項
（
第
七
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
事
業
計
画
書
に
生
活
環
境
影
響
調

、

）

査
方
法
書
を
添
付
し
た
事
業
者
に
あ
っ
て
は

第
二
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
五
条
第
一
項

の
縦
覧
を
開
始
し
た
と
き
は
、
当
該
縦
覧
の
期
間
の
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
四
日
を
経

過
す
る
日
ま
で
に
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
事
業
者
に
当
該
意
見
を
記
載
し
た
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
提
出
は
、
知
事
を
経
由
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
送
付
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
取
り
ま
と
め
、
事
業

者
に
送
付
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
写
し
を
関
係
市
町
村
長
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
見
解
書
の
提
出
等
）

第
二
十
四
条

事
業
者
は
、
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
送
付
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
意
見
書
に
記
載
さ
れ
た
意
見
及
び
こ
れ
に
対
す
る
見
解

を
記
載
し
た
見
解
書
を
作
成
し
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
見
解
書
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
写
し
を
関
係
市
町
村
長

に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

３

事
業
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
見
解
書
の
提
出
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
規
則
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
関
係
住
民
に
対
し
見
解
の
周
知
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
業
者
の
見
解
に
対
す
る
意
見
書
の
提
出
等
）

第
二
十
五
条

前
二
条
の
規
定
は
、
事
業
者
が
前
条
第
三
項
の
周
知
を
開
始
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
事
業
計
画
に
つ
い
て
周
辺
地
域
の
生
活
環

境
の
保
全
上
の
見
地
か
ら
意
見
を
有
す
る
者
は
、
事
業
者
が
第
十
五
条
第
二
項
第
三
号
若
し
く
は
第

四
号
又
は
第
二
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
計
画
に
つ
い
て

周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
上
の
見
地
か
ら
意
見
を
有
す
る
者
が
当
該
意
見
を
記
載
し
た
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
表
示
し
て
、
第
十
五
条
第
一
項
（
第
七
条
第
二
項
第
一
号
の
規

定
に
よ
り
事
業
計
画
書
に
生
活
環
境
影
響
調
査
方
法
書
を
添
付
し
た
事
業
者
に
あ
っ
て
は
、
第
二
十

二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
五
条
第
一
項
）
の
縦
覧
」
と
あ
る
の
は
「
次
条
第
一
項
の
見
解
に
つ

い
て
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
上
の
見
地
か
ら
意
見
を
有
す
る
者
は
、
事
業
者
が
同
条
第
三
項

の
周
知
」
と

「
当
該
縦
覧
の
期
間
の
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
四
日
を
経
過
す
る
日
ま

、

で
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
日
か
ら
二
十
日
以
内
」
と
、
前
条
第
一
項
中
「
前
条
第
三
項
」
と
あ
る
の

は
「
次
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

事
業
者
は
、
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
三
項
の
周
知
を
終
了
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、

そ
の
旨
を
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
章

手
続
の
終
結

（
合
意
の
形
成
の
判
断
等
）

第
二
十
六
条

知
事
は
、
第
二
十
三
条
第
二
項
（
前
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
。

の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
送
付
が
な
か
っ
た
と
き
、
又
は
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
が
あ
っ

、

（

。
）

、

た
と
き
は

第
十
八
条

第
二
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
る
報
告

第
二
十
三
条
第
一
項
（
前
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
に
規
定
す
る
意
見
書
、

。

第
二
十
四
条
第
一
項
（
前
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
に
規
定
す
る
見
解
書
、

。



次
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
を
求
め
た
資
料
又
は
意
見
書
、
第
三
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
書
面
の

写
し
そ
の
他
の
資
料
に
基
づ
き
、
合
意
の
形
成
に
つ
い
て
、
次
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
つ
い
て

判
断
し
、
そ
の
結
果
を
事
業
者
及
び
関
係
市
町
村
長
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
規
則
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
関
係
住
民
に
対
し
周
知
す
る
も
の
と
す
る
。

一

合
意
の
形
成
が
図
ら
れ
て
い
る
と
認
め
る
と
き
。

二

こ
の
条
例
に
規
定
す
る
手
続
に
関
す
る
事
業
者
の
取
組
が
不
十
分
で
あ
り
、
合
意
の
形
成
が
図

ら
れ
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
。

三

こ
の
条
例
に
規
定
す
る
手
続
に
関
す
る
事
業
者
の
取
組
は
十
分
で
あ
る
が
、
合
意
の
形
成
が
図

ら
れ
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
。

２

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
判
断
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
事
業
者
、
関
係
住

民
又
は
関
係
市
町
村
長
に
対
し
資
料
又
は
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
判
断
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
岐
阜
県
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
意
見
調
整
委
員
会
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

４

知
事
は
、
第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
事
業
者
に
同
項
第
二
号
に
該
当
す
る
旨
の
通
知
を
す
る
と

き
は
、
併
せ
て
、
こ
の
条
例
に
規
定
す
る
手
続
の
う
ち
再
度
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

も
の
の
う
ち
最
も
早
い
段
階
の
手
続
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

５

事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
指
定
に
係
る
手
続
以
降
の
手
続

を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む

）
の
規
定
に
よ
る
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

。

６

前
項
本
文
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
第
二

欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
字
句

と
す
る
。

第
七
条
第
一
項
の
規
定

第
七
条
第
一
項

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設

第
二
十
六
条
第
四
項
の

に
よ
る
事
業
計
画
書
の

等
の
設
置
等
を
行
お
う

規
定
に
よ
る
指
定
が
あ

提
出
の
手
続
が
指
定
さ

と
す
る
と
き

っ
た
と
き

れ
た
場
合

第
十
一
条
第
一
項
の
規

第
十
一
条
第
一

第
七
条
第
一
項
の
規
定

第
二
十
六
条
第
四
項
の

定
に
よ
る
周
知
計
画
書

項

に
よ
る
事
業
計
画
書
の

規
定
に
よ
る
指
定
が
あ

の
提
出
の
手
続
が
指
定

提
出
を
行
っ
た
と
き

っ
た
と
き

さ
れ
た
場
合

第
二
十
条
第
一
項
の
規

第
二
十
条
第
一

前
条
第
三
項
の
規
定
に

第
二
十
六
条
第
四
項
の

定
に
よ
る
生
活
環
境
影

項

よ
る
意
見
書
の
送
付
が

規
定
に
よ
る
指
定
が
あ

響
調
査
を
行
う
方
法
の

あ
っ
た
と
き

っ
た
と
き

検
討
の
手
続
が
指
定
さ

れ
た
場
合

当
該
意
見
書

前
条
第
一
項
に
規
定
す

る
意
見
書



第
二
十
条
第
二
項
の
規

第
二
十
条
第
二

前
項
の
検
討
を
終
了
し

第
二
十
六
条
第
四
項
の

定
に
よ
る
生
活
環
境
影

項

た
と
き

規
定
に
よ
る
指
定
が
あ

響
調
査
を
行
う
方
法
の

っ
た
と
き

検
討
の
結
果
の
周
知
及

び
届
出
の
手
続
が
指
定

当
該
検
討

前
項
の
検
討

さ
れ
た
場
合

第
二
十
一
条
第
一
項
の

第
二
十
一
条
第

生
活
環
境
影
響
調
査
を

第
二
十
六
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
る
生
活
環
境

一
項

行
っ
た
と
き

規
定
に
よ
る
指
定
が
あ

影
響
調
査
結
果
書
の
作

っ
た
と
き

成
及
び
提
出
の
手
続
が

指
定
さ
れ
た
場
合

第
二
十
二
条
に
お
い
て

第
二
十
二
条
に

第
二
十
一
条
第
一
項
の

第
二
十
六
条
第
四
項
の

準
用
す
る
第
十
一
条
第

お
い
て
準
用
す

規
定
に
よ
る
生
活
環
境

規
定
に
よ
る
指
定
が
あ

一
項
の
規
定
に
よ
る
周

る
第
十
一
条
第

影
響
調
査
結
果
書
の
提

っ
た
と
き

知
計
画
書
の
提
出
の
手

一
項

出
を
行
っ
た
と
き

続
が
指
定
さ
れ
た
場
合

第
二
十
四
条
第
一
項
の

第
二
十
四
条
第

前
条
第
三
項
の
規
定
に

第
二
十
六
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
る
見
解
書
の

一
項

よ
る
意
見
書
の
送
付
が

規
定
に
よ
る
指
定
が
あ

作
成
及
び
提
出
の
手
続

あ
っ
た
と
き

っ
た
と
き

が
指
定
さ
れ
た
場
合

当
該
意
見
書

前
条
第
一
項
に
規
定
す

る
意
見
書

第
二
十
四
条
第
三
項
の

第
二
十
四
条
第

第
一
項
の
規
定
に
よ
る

第
二
十
六
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
る
見
解
の
周

三
項

見
解
書
の
提
出
を
し
た

規
定
に
よ
る
指
定
が
あ

知
の
手
続
が
指
定
さ
れ

と
き

っ
た
と
き

た
場
合

前
条
第
一
項
に
お
い
て

前
条
第
一
項
に

次
条
第
一
項
に
お
い
て

第
二
十
六
条
第
四
項
の

準
用
す
る
第
二
十
四
条

お
い
て
準
用
す

準
用
す
る
前
条
第
三
項

規
定
に
よ
る
指
定
が
あ

第
一
項
の
規
定
に
よ
る

る
第
二
十
四
条

の
規
定
に
よ
る
意
見
書

っ
た
と
き

見
解
書
の
作
成
及
び
提

第
一
項

の
送
付
が
あ
っ
た
と
き

出
の
手
続
が
指
定
さ
れ

た
場
合

当
該
意
見
書

次
条
第
一
項
に
お
い
て

準
用
す
る
前
条
第
一
項

に
規
定
す
る
意
見
書



前
条
第
一
項
に
お
い
て

前
条
第
一
項
に

第
一
項
の
規
定
に
よ
る

第
二
十
六
条
第
四
項
の

準
用
す
る
第
二
十
四
条

お
い
て
準
用
す

見
解
書
の
提
出
を
し
た

規
定
に
よ
る
指
定
が
あ

第
三
項
の
規
定
に
よ
る

る
第
二
十
四
条

と
き

っ
た
と
き

見
解
の
周
知
の
手
続
が

第
三
項

指
定
さ
れ
た
場
合

（
異
議
の
申
立
て
）

第
二
十
七
条

前
条
第
一
項
（
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
除
く

）
の
規
定
に
よ
る
判
断
に

。

不
服
が
あ
る
事
業
者
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
あ
っ
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
、
規

則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
知
事
に
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
関
係
住
民
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
事
業
者
」

と
あ
る
の
は
「
関
係
住
民
」
と

「
通
知
の
あ
っ
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
」
と
あ
る
の
は
「
周
知
が

、

開
始
さ
れ
た
日
か
ら
二
十
日
以
内
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

前
条
の
規
定
は
、
第
一
項
（
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
の
規
定
に
よ
る
申
立
て

。

が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
第
二
十
三
条
第
二

項
（
前
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
送
付
が
な
か
っ

。

た
と
き

又
は
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
が
あ
っ
た
と
き

と
あ
る
の
は

次
条
第
一
項

同

、

」

「

（

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
の
規
定
に
よ
る
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
」
と
、
同

。

条
第
二
項
中
「
判
断
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
」
と
あ
る
の
は
「
判
断
を
し
よ
う
と
す
る

と
き
」
と

「
又
は
関
係
市
町
村
長
に
対
し
資
料
又
は
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」

、

と
あ
る
の
は

及
び
関
係
市
町
村
長
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と

同
条
第
三
項
中

判

「

」

、

「

断
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
」
と
あ
る
の
は
「
判
断
を
し
よ

う
と
す
る
と
き
」
と

「
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
の
は
「
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な

、

ら
な
い
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
条
第
一
項
（
同
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
の
規
定
に
よ
る
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
は
、
こ
の
限
り

。

で
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
第
二
十
六
条
第
四

項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
六
条
第
四
項
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

４

知
事
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
項
第
三
号
に
該
当
す
る
旨
の
通
知
及
び
周
知
を
行
っ
た

場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
（
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
の
規
定
に
よ
る
申
立
て

。

が
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
事
業
者
及
び
関
係
市
町
村
長
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
規
則
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
関
係
住
民
に
対
し
周
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
意
見
の
調
整
）

第
二
十
八
条

事
業
者
及
び
関
係
住
民
（
第
二
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の
提
出
を
行
っ
た
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ

）
は
、
前

。

条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
項
第
三
号
に
該
当
す
る
旨
の

通
知
及
び
周
知
が
あ
っ
た
と
き
、
又
は
前
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
及
び
周
知
が
あ
っ
た
と
き

は
、
知
事
が
定
め
る
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
意
見
の
調
整
（
事

業
者
の
見
解
及
び
関
係
住
民
の
意
見
に
つ
い
て
の
論
点
の
整
理
、
事
業
者
及
び
関
係
住
民
に
よ
る
会

議
の
開
催
そ
の
他
適
当
と
認
め
ら
れ
る
方
法
に
よ
り
合
意
の
形
成
を
促
す
こ
と
を
い
う
。
以
下
同



じ

）
を
知
事
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
は
、
意
見
の
調
整
の
目
的
と
な
る
事
項
を
示
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

、

、

３

知
事
は

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
の
調
整
の
申
出
の
受
付
を
開
始
す
る
日
を
定
め
た
と
き
は

事
業
者
及
び
関
係
住
民
（
第
二
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
意
見
書
の
提
出
を
行
っ
た
者
に
限
る

）
に
対
し
こ
れ
を
通
知
す
る
と
と
も
に
、
規
則
で
定
め

。

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
関
係
住
民
に
対
し
周
知
す
る
も
の
と
す
る
。

４

知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
事
業
者
が
意
見
の
調
整
の

相
手
方
と
し
よ
う
と
す
る
関
係
住
民
及
び
関
係
市
町
村
長
（
当
該
申
出
を
し
た
者
が
関
係
住
民
で
あ

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
事
業
者
及
び
関
係
市
町
村
長
）
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
規
則
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
関
係
住
民
に
対
し
周
知
す
る
も
の
と
す
る
。

５

知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
申
出
に
係
る
意
見
の
調
整
を
岐

阜
県
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
意
見
調
整
委
員
会
に
付
す
る
も
の
と
す
る
。

６

事
業
者
と
事
業
者
が
意
見
の
調
整
の
相
手
方
と
し
よ
う
と
す
る
関
係
住
民
と
の
意
見
の
調
整
の
結

果
に
関
し
生
活
環
境
の
保
全
上
の
見
地
か
ら
意
見
を
有
す
る
関
係
住
民
は
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
る

周
知
が
開
始
さ
れ
た
日
か
ら
七
日
以
内
に
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
意
見
の
調
整
へ

の
参
加
を
知
事
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
岐
阜
県
産
業
廃
棄
物
処
理
施

設
等
意
見
調
整
委
員
会
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

８

第
六
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
を
し
た
関
係
住
民
は
、
意
見
の
調
整
に
参
加
し
、
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
。

９

岐
阜
県
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
意
見
調
整
委
員
会
は
、
意
見
の
調
整
の
結
果
、
合
意
の
形
成
が

図
ら
れ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
知
事
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
が
あ
っ
た
と
き
は
、
事
業
者
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出

10
を
し
た
関
係
住
民
、
事
業
者
が
意
見
の
調
整
の
相
手
方
と
し
た
関
係
住
民
、
第
六
項
の
規
定
に
よ
る

申
出
を
し
た
関
係
住
民
及
び
関
係
市
町
村
長
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
関
係
住
民
に
対
し
周
知
す
る
も
の
と
す
る
。

岐
阜
県
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
意
見
調
整
委
員
会
は
、
事
業
者
又
は
関
係
住
民
が
意
見
の
調
整

11
に
応
じ
な
い
と
き
、
合
意
の
形
成
の
見
込
み
が
な
い
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
意
見
の
調
整
を
続
け
る

こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
意
見
の
調
整
を
打
ち
切
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
項
及
び
第
十
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

12
九
項
中
「
意
見
の
調
整
の
結
果
、
合
意
の
形
成
が
図
ら
れ
た
と
認
め
る
と
き
」
と
あ
る
の
は

「
第

、

十
一
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
の
調
整
を
打
ち
切
っ
た
と
き
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
終
了
の
通
知
等
）

第
二
十
九
条

知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
事
業
者
及
び
関
係

市
町
村
長
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
関
係
住
民
に
対
し
周
知
す
る

も
の
と
す
る
。

一

第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
項
第
一
号
に
該
当
す
る
旨
の
通
知
を
し
た
場
合
に
お
い

て
、
第
二
十
七
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同

じ

）
の
規
定
に
よ
る
申
立
て
が
な
か
っ
た
と
き
。

。



二

第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
項
第
三
号
に
該
当
す
る
旨
の
通
知
を
し
た
場
合
に
お
い

て
、
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
立
て
及
び
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
が
な
か

っ
た
と
き
。

三

第
二
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
項
第
一
号
に

該
当
す
る
旨
の
通
知
を
し
た
と
き
。

四

第
二
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
項
第
三
号
に

該
当
す
る
旨
の
通
知
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
が
な
か
っ
た
と

き
。

五

前
条
第
九
項
（
同
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

）
の
規
定
に
よ
る
報
告
が

。

あ
っ
た
と
き
。

第
七
章

岐
阜
県
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
意
見
調
整
委
員
会

（
設
置
）

第
三
十
条

次
に
掲
げ
る
事
務
を
行
わ
せ
る
た
め
、
岐
阜
県
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
意
見
調
整
委
員

会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う

）
を
置
く
。

。

一

こ
の
条
例
に
よ
り
委
員
会
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
。

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
す
る
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議

す
る
こ
と
。、

、

２

委
員
会
は

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
設
置
等
に
係
る
合
意
の
形
成
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

知
事
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
組
織
等
）

第
三
十
一
条

委
員
会
は
、
委
員
七
人
以
内
で
組
織
す
る
。

２

委
員
は
、
環
境
保
全
、
行
政
手
続
又
は
産
業
廃
棄
物
に
関
す
る
法
令
に
関
し
必
要
な
知
識
又
は
経

験
を
有
す
る
者
そ
の
他
知
事
が
適
当
と
認
め
る
者
の
う
ち
か
ら
、
知
事
が
任
命
す
る
。

３

委
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す

る
。

４

委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
委
員
長
等
）

第
三
十
二
条

委
員
会
に
委
員
長
及
び
副
委
員
長
を
置
く
。

２

委
員
長
は
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
選
出
し
、
副
委
員
長
は
、
委
員
の
う
ち
か
ら
委
員
長
が
指
名
す

る
。

３

委
員
長
は
、
委
員
会
を
代
表
し
、
会
務
を
総
理
す
る
。

４

委
員
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
、
又
は
委
員
長
が
欠
け
た
と
き
は
、
副
委
員
長
が
そ
の
職
務
を
代
理

す
る
。

（
会
議
）

第
三
十
三
条

委
員
会
の
会
議
は
、
委
員
長
が
招
集
す
る
。

２

委
員
会
は
、
委
員
の
過
半
数
が
出
席
し
な
け
れ
ば
、
会
議
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

３

委
員
会
の
議
事
は
、
出
席
し
た
委
員
の
過
半
数
を
も
っ
て
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
委
員
長

の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

４

委
員
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
事
業
者
、
関
係
住
民
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
、

資
料
の
提
出
、
意
見
の
開
陳
、
説
明
そ
の
他
の
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。



（
秘
密
保
持
義
務
）

第
三
十
四
条

委
員
は
、
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退

い
た
後
も
同
様
と
す
る
。

（
委
任
）

第
三
十
五
条

こ
の
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
委
員
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
委
員
長
が

委
員
会
に
諮
っ
て
定
め
る
。

第
八
章

雑
則

（
環
境
保
全
協
定
の
締
結
）

第
三
十
六
条

事
業
者
は
、
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
設
置
等
に
関
し
、
関
係
住
民
又
は
関
係
市
町

（

「

」

。
）

村
長
か
ら
生
活
環
境
の
保
全
上
必
要
な
事
項
を
定
め
た
協
定

以
下

環
境
保
全
協
定

と
い
う

の
締
結
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
に
応
じ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

事
業
者
は
、
環
境
保
全
協
定
を
締
結
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
協
定
に
係
る
書
面
の
写
し

を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
進
捗
状
況
等
の
公
表
）

第
三
十
七
条

知
事
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
の
条
例
に
規
定
す
る
手
続
の
進
捗
状
況

等
に
つ
い
て
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

（
勧
告
及
び
公
表
）

第
三
十
八
条

知
事
は
、
事
業
者
が
正
当
な
理
由
が
な
く
こ
の
条
例
に
規
定
す
る
手
続
の
全
部
若
し
く

、

、

は
一
部
を
行
わ
ず

又
は
不
正
若
し
く
は
不
誠
実
な
方
法
に
よ
り
こ
れ
を
行
っ
た
と
認
め
る
と
き
は

当
該
事
業
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
勧
告
を
受
け
た
者
が
正
当
な

理
由
が
な
く
当
該
勧
告
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
公

表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
勧
告
を
受
け
た

者
に
弁
明
の
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
導
及
び
助
言
）

第
三
十
九
条

知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
条
例
に
規
定
す
る
手
続
に
関
し
、
事

業
者
又
は
関
係
住
民
に
対
し
指
導
及
び
助
言
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
協
力
依
頼
）

第
四
十
条

知
事
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
市
町
村
長
そ

の
他
の
者
に
照
会
し
、
又
は
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
適
用
除
外
）

第
四
十
一
条

こ
の
条
例
は
、
岐
阜
市
の
区
域
内
に
お
い
て
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
設
置
等
を
行

う
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

２

第
六
条
及
び
第
三
章
か
ら
第
六
章
ま
で
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
者
（
前
項
に
規
定
す
る
事

業
者
を
除
く

）
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
第
一
項
中
「
こ
の

。

条
例
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
条
例
（
第
三
章
か
ら
第
六
章
ま
で
を
除
く

」
と

「
第
二
十
九
条
の

。
）

、

規
定
に
よ
る
通
知
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
条
第
四
項
（
事
業
計
画
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
を
変
更
し

、

）

」

た
場
合
に
あ
っ
て
は

第
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
条
第
四
項

の
規
定
に
よ
る
通
知

と
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
条
第
四
項
（
事
業



計
画
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
を
変
更
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
八
条
第
四
項
）
の
規
定
に
よ
る
通
知
」
と
す
る
。

一

自
ら
排
出
す
る
産
業
廃
棄
物
を
処
理
す
る
た
め
に
そ
の
排
出
す
る
場
所
に
お
い
て
産
業
廃
棄
物

処
理
施
設
等
の
設
置
等
（
令
第
七
条
第
三
号
、
第
五
号
、
第
八
号
及
び
第
十
一
号
の
二
か
ら
第
十

四
号
ま
で
に
掲
げ
る
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
を
除
く
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
係
る
も
の
に
限

る

）
を
行
う
事
業
者

。

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
又
は
小

規
模
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
係
る
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
設
置
等
を
行
う
事
業
者

イ

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
（
令
第
七
条
第
三
号
、
第
五
号
、
第
八
号
及
び
第
十
一
号
の
二
か
ら

第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の

。

ロ

小
規
模
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
（
産
業
廃
棄
物
の
焼
却
を
行
う
も
の
を
除
く

）
で
あ
っ
て

。

規
則
で
定
め
る
も
の

ハ

移
動
式
の
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
又
は
移
動
式
の
小
規
模
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
で
あ
っ
て

規
則
で
定
め
る
も
の

３

第
四
章
か
ら
第
六
章
ま
で
の
規
定
は
、
自
ら
排
出
す
る
産
業
廃
棄
物
を
処
理
す
る
た
め
に
産
業
廃

棄
物
処
理
施
設
等
の
設
置
等
（
令
第
七
条
第
三
号
、
第
五
号
、
第
八
号
及
び
第
十
一
号
の
二
か
ら
第

十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
を
除
く
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
係
る
も
の
に
限

る

）
を
行
う
事
業
者
（
前
二
項
に
規
定
す
る
事
業
者
を
除
く

）
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

。

。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
第
一
項
中
「
こ
の
条
例
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
条
例
（
第
四
章
か
ら

第
六
章
ま
で
を
除
く

」
と

「
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
て
」
と
あ
る
の
は
「
第

。
）

、

十
八
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
行
っ
て
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
通
知

を
受
け
た
日
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
行
っ
た
日
」
と

「
当
該
通
知
を

、

受
け
て
い
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
報
告
を
行
っ
て
い
な
い
」
と
、
第
六
条
第
一
項
中
「
第
二
十

九
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
る
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
行
う
」
と

す
る
。

（
規
則
へ
の
委
任
）

第
四
十
二
条

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則

で
定
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
設
置
等
に
つ
い
て
こ
の
条
例
に
規
定
す

る
手
続
に
相
当
す
る
手
続
と
し
て
規
則
で
定
め
る
も
の
が
開
始
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
事
業

者
が
当
該
規
則
で
定
め
る
も
の
を
実
施
す
る
と
き
は
、
こ
の
条
例
は
、
当
該
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設

等
の
設
置
等
に
つ
い
て
適
用
し
な
い
。

（
検
討
）

、

、

、

３

知
事
は

こ
の
条
例
の
施
行
後
三
年
以
内
に

こ
の
条
例
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
適
正
処
理
条
例
の
一
部
改
正
）



４

適
正
処
理
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
設
置
者
等
の
義
務
」
を
「
小
規
模
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設

置
等
の
届
出
」
に
改
め
る
。

「
第
二
節

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
設
置
者
等
の
義
務
」
を
「
第
二
節

小
規
模
産
業
廃
棄
物
処

理
施
設
の
設
置
等
の
届
出
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
を
削
り
、
第
二
十
一
条
の
二
を
第
二
十
二
条
と
す
る
。

第
二
十
三
条
及
び
第
二
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
及
び
第
二
十
四
条

削
除

第
二
十
八
条
の
二
中
「
第
二
十
一
条
の
二
」
を
「
第
二
十
二
条
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
中
「
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
設
置
者
等
」
を
「
小
規
模
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設

置
者
（
第
二
十
一
条
第
一
項
、
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

者
を
い
う

」
に
改
め
る
。

。
）

第
三
十
一
条
第
二
号
中
「
第
二
十
一
条
の
二
」
を
「
第
二
十
二
条
」
に
改
め
る
。

（
岐
阜
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

５

岐
阜
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二
年
岐
阜
県
条
例
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
六
十
五
の
項
中
第
十
五
号
を
削
り
、
第
十
六
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
十
七
号
か
ら
第

二
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。




